
　
　
茨
城
大
学
人
文
社
会
科
学
部
地
域
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　
　「
北
関
東
の
豪
族
た
ち
Ⅱ
―
「
長
者
」
た
ち
の
萌
芽
と
基
盤
―
」

を
開
催
し
て
　
　
　

田

中

　

裕
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令
和
四
年
度
で
第
一
七
回
を
迎
え
た
茨
城
大
学
人
文
社
会
科
学
部
地
域
史
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
は
、「
北
関
東
の
豪
族
た
ち
Ⅱ
―
「
長
者
」
た
ち
の
萌
芽
と
基
盤
―
」

と
題
し
、
茨
城
大
学
人
文
社
会
科
学
部
の
主
催
、
茨
城
大
学
五
浦
美
術
文
化
研
究

所
の
共
催
、
茨
城
大
学
考
古
学
研
究
会
の
後
援
に
よ
り
、
令
和
五
年
二
月
一
一
日

に
、
茨
城
大
学
講
堂
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
以
下
、
催
事
概
要
、
講
演
・
報
告
・

討
論
内
容
に
分
け
て
、
当
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
果
を
報
告
し
た
い
。

【
催
事
概
要
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
よ
り
、
令
和
二
年
度
は
開
催
中
止
、
令

和
三
年
度
は
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
令
和
四
年
度
は
三
年
ぶ
り

の
対
面
開
催
と
な
っ
た
。
参
加
者
数
は
一
三
八
名
を
集
め
、
未
だ
感
染
症
の
影
響

が
色
濃
い
状
況
下
で
の
対
面
実
施
再
開
と
い
う
手
探
り
の
催
事
と
し
て
は
、
盛
況

で
あ
っ
た
と
評
価
し
た
い
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
あ
わ
せ
て
、
後
援
団
体
で
あ
る
茨

城
大
学
考
古
学
研
究
会
で
は
、
学
生
が
主
体
と
な
っ
て
、
茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市

三
反
田
古
墳
群
の
測
量
調
査
成
果
を
ポ
ス
タ
ー
発
表
す
る
と
と
も
に
、
古
墳
か
ら

採
集
さ
れ
た
埴
輪
に
つ
い
て
も
実
物
展
示
を
実
施
し
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
盛
り

上
げ
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
「
北
関
東
の
豪
族
た
ち
Ⅱ
―
「
長
者
」
た
ち
の
萌

芽
と
基
盤
―
」
は
以
下
の
趣
旨
に
よ
り
設
定
し
た
。
す
な
わ
ち
、『
常
陸
国
風
土

記
』
に
は
「
常
陸
国
」
が
七
世
紀
の
孝
徳
朝
以
降
に
置
か
れ
、
そ
の
成
立
以
前
に

は
六
つ
の
国
造
国
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
お
り
、
地
域
で
も
最
上
層
に
当
た
る
と

想
定
さ
れ
る
国
造
に
焦
点
が
当
た
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
近
年
、

茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
で
は
農
業
生
産
に
適
さ
な
い
海
浜
部
の
断
崖
上
や
そ
の
斜

面
に
、
海
の
磯
石
を
用
い
た
埋
葬
施
設
を
も
つ
特
徴
的
な
群
集
墳
が
古
墳
時
代
後

期
か
ら
終
末
期
（
六
世
紀
〜
七
世
紀
）
に
な
っ
て
築
か
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
、
海
の
交
通
を
担
っ
た
水
界
民
（
海
民
・
海
人
集
団
な
ど
）
等
の
職
能
集

団
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
特
定
職
能
を
想
定
で
き
る
集
団
の

墳
墓
は
、
の
ち
の
郡
司
を
担
う
「
国
造
氏
」
に
関
わ
る
よ
う
な
地
域
最
大
の
古
墳

と
は
限
ら
ず
、
特
定
の
役
割
を
も
つ
な
ど
し
て
地
域
の
権
力
や
経
済
を
支
え
る
こ

と
に
よ
り
一
定
の
権
益
を
握
る
集
団
の
墳
墓
と
み
ら
れ
る
。
七
世
紀
中
葉
以
降
に

は
、
建
評
（
郡
）
に
伴
い
五
十
戸
（
里
）
編
成
も
行
わ
れ
、
の
ち
の
里
（
郷
）
長

が
置
か
れ
る
が
、
律
令
期
の
文
献
に
見
え
る
郡
領
層
（
国
造
氏
な
ど
）
に
比
べ
、

史
料
が
少
な
い
里
長
層
の
実
態
は
ほ
と
ん
ど
分
か
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
今
回

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
古
墳
時
代
後
期
か
ら
奈
良
時
代
に
か
け
て
の
茨
城
県
域
に

と
く
に
焦
点
を
当
て
、
文
献
史
料
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
て
い
る
地
域
の
隠
れ
た
実
力

者
た
ち
に
つ
い
て
、
伝
承
に
語
ら
れ
る
「
長
者
」
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
、
そ
の

萌
芽
や
基
盤
な
ど
を
考
古
学
的
に
議
論
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

な
お
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
二
〇
二
二
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金

基
盤
（
ｃ
）「
日
本
古
代
に
お
け
る
「
里
長
」
層
の
形
成
過
程
と
そ
の
政
治
的
社

会
的
基
盤
（
研
究
代
表
者
／
田
中
裕
）」
に
よ
る
研
究
の
一
部
を
活
用
し
実
施
し

た
。【

講
演
・
報
告
・
討
論
内
容
】

　

基
調
講
演
者
の
西
川
修
一
氏
に
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
に
即
し
、
近
年
注

目
を
集
め
て
い
る
「
海
の
古
墳
に
つ
い
て
」
の
議
論
の
意
義
を
、
大
局
か
ら
講
演
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し
て
い
た
だ
い
た
。
茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
「
ひ
た
ち
な
か
海
浜
古
墳
群
」
と
極

め
て
近
似
す
る
墳
墓
が
神
奈
川
県
三
浦
半
島
に
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、「
海
民
」

に
よ
る
独
自
の
繋
が
り
が
存
在
す
る
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
「
海
民
」

の
存
在
を
軽
視
す
る
こ
と
で
偏
っ
た
歴
史
を
描
き
か
ね
な
い
、「
穀
類
」
を
中
心

と
し
た
歴
史
観
の
危
険
性
に
つ
い
て
、
文
化
人
類
学
的
成
果
も
引
用
し
な
が
ら
解

説
さ
れ
た
。

　

基
調
報
告
者
の
稲
田
健
一
氏
に
は
開
催
趣
旨
に
即
し
「
ひ
た
ち
な
か
海
浜
古
墳

群
と
装
飾
古
墳
か
ら
み
た
交
流
」
で
報
告
を
い
た
だ
き
、「
ひ
た
ち
な
か
海
浜
古

墳
群
」
の
成
果
及
び
同
市
の
装
飾
古
墳
で
あ
る
虎
塚
古
墳
の
調
査
成
果
を
紹
介
し

つ
つ
、
海
民
を
通
じ
た
繋
が
り
を
通
し
て
九
州
と
の
共
通
性
に
も
言
及
さ
れ
た
。

続
い
て
、
海
老
澤
稔
氏
は
「
七
世
紀
後
半
の
常
陸
国
河
内
評
嶋
名
里
の
様
相
―
つ

く
ば
市
熊
の
山
遺
跡
群
と
高
山
古
墳
群
の
調
査
成
果
か
ら
―
」
と
題
し
、
茨
城
県

つ
く
ば
市
島
名
遺
跡
群
の
調
査
成
果
に
触
れ
つ
つ
、
嶋
名
郷
の
中
心
遺
跡
を
舞
台

に
、
郷
（
里
・
五
十
戸
）
を
構
成
し
た
首
長
と
集
団
を
具
体
的
に
描
い
て
い
た
だ

い
た
。
こ
れ
ら
の
基
調
報
告
に
併
せ
て
、
茨
城
大
学
人
文
社
会
科
学
部
生
の
菅
原

こ
す
ず
氏
よ
り
「
古
墳
時
代
後
期
に
お
け
る
関
東
と
九
州
の
共
通
性
―
地
域
的
特

徴
を
も
つ
土
器
に
注
目
し
て
―
」
と
題
し
、
九
州
と
関
東
と
の
漆
仕
上
げ
土
師
器

を
通
じ
た
類
似
性
が
指
摘
さ
れ
、
同
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
生
の
山
崎
颯

太
氏
・
稲
葉
祐
真
氏
よ
り
「
ひ
た
ち
な
か
市
三
反
田
古
墳
群
の
測
量
調
査
―
筑
波

山
系
埴
輪
の
新
資
料
―
」
と
題
し
、
会
場
で
の
展
示
内
容
の
口
頭
説
明
が
な
さ
れ

た
。

　

以
上
の
講
演
・
報
告
に
基
づ
き
、
筆
者
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
を
務
め
た
討
論
で

は
、
西
川
氏
、
稲
田
氏
、
海
老
澤
氏
と
の
間
で
質
疑
応
答
を
行
っ
た
。
と
く
に
、

古
墳
時
代
首
長
の
基
盤
、
地
域
最
上
位
首
長
層
と
二
番
手
集
団
の
関
係
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
政
治
的
・
社
会
的
基
盤
を
考
慮
し
つ
つ
、

　

① 

海
を
通
じ
た
繋
が
り
（
い
つ
、
ど
こ
ま
で
の
範
囲
で
つ
な
が
る
の
か
、
つ
な

が
り
は
維
持
で
き
る
の
か
）

　

②
磯
部
、
海
部
な
ど
の
氏
族
と
の
関
係

　

③
古
代
氏
族
に
み
え
る
職
掌
集
団
と
古
墳
時
代
の
「
首
長
」
の
関
係

　

④
国
造
制
（
六
世
紀
に
順
次
敷
か
れ
て
い
っ
た
と
の
説
が
有
力
）
と
の
関
係

　

⑤
虎
塚
古
墳
・
十
五
郎
穴
横
穴
墓
群
・
ひ
た
ち
な
か
海
浜
古
墳
群
の
関
係

　

⑥ 

島
名
遺
跡
群
と
筑
波
国
造
国
と
の
関
係
（
と
く
に
郷
家
集
落
と
高
山
古
墳
群

造
営
主
の
関
係
と
そ
の
役
割
）

　

⑦ 

古
墳
時
代
に
形
成
さ
れ
た
組
織
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
に
つ
い
て
奈
良
時
代
以

降
に
受
け
継
が
れ
た
部
分
と
受
け
継
が
れ
な
か
っ
た
部
分
は
な
に
か

　

⑧ 

伝
承
に
語
ら
れ
る
「
長
者
」
に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
な
い
二
番
手
集
団
の
基

盤
は
な
に
か

な
ど
の
論
点
に
沿
っ
て
議
論
を
行
い
、
時
間
が
少
な
い
中
で
も
考
古
学
の
枠
に
と

ど
ま
ら
な
い
地
域
史
を
め
ぐ
る
有
意
義
な
討
論
が
交
わ
さ
れ
た
と
評
価
す
る
。

　

最
後
に
、
五
浦
美
術
文
化
研
究
所
片
口
直
樹
所
長
よ
り
閉
会
の
辞
を
い
た
だ

き
、
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
の
意
義
を
総
括
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
五

浦
美
術
文
化
研
究
所
の
活
動
方
針
に
つ
い
て
案
内
が
あ
り
、
今
後
の
研
究
所
の
積

極
的
な
研
究
・
教
育
へ
の
関
わ
り
が
周
知
さ
れ
た
点
で
も
、
大
い
に
意
義
あ
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
な
っ
た
と
考
え
る
。

〔
た
な
か　

ゆ
た
か
／
所
員
・
本
学
人
文
社
会
科
学
部
教
授
〕




